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第 500回 例会 

2024年 10月 23日 13:00～ 

■司 会 長松久美子 例会・出席・親睦委員 

■斉 唱 手に手つないで 

■出席報告 出席者数 10 名 / 20 名 

 出 席 率 50.0 % 

■ビジター 名古屋錦 RC 三浦俊彦様、福井志保

様、 名古屋北 RC小川剛史様 

■ゲ ス ト  

ニコボックス 

〇 菊地富士子 会長 

名古屋錦 RC より三浦さん、福井さん、名古屋

北 RC 小川さんお越し頂き有難うございます。

小川さん卓話を楽しみにしています。 

〇 名古屋錦 RC 三浦俊彦様 

IMの PRに伺いました。宜しくお願い致します。 

〇 名古屋北 RC 小川剛史様 

本日の卓話スピーカーを務めさせて頂きます。

宜しくお願い致します。 

〇 荒山久美 幹事 

錦 RC 三浦様、福井様、IM PR 宜しくお願い致

します。北ＲＣ小川様、卓話宜しくお願い致しま

す。 

〇 青木恭子 副会長 

今日、お話楽しみにしています。 

会 長 挨 拶 

皆さんこんにちは。 

第 500 回例会です。本日

はタケ海舟さんこと名古屋北

ロータリークラブの小川剛さ

んにお越しいただきました。 

後ほど NHK 大河の卓話

をいただきます。タケ先生お

話楽しみにしておりますので

宜しくお願い致します。先日

名古屋大学名誉教授井口明久先生のお話を聞きまし

た。「老いを見るまなざし」の著者です。先生はチャーミ

ングなお方で、間食はしないといった糖尿病の患者さ

んがスーパーでカートにお菓子をたくさん入れており、

ばつの悪そうな顔をされていたので、カートを反対方向

に押したとか。新聞の連載にまつわる話とかエピソード

もお話されていました。 

エビングハウスの忘却曲線は学習後の記憶を表した

曲線です。1 日後に 74％、1 週間後に 77％、1 か月後

に 79％忘れます。また 3-4 歳の記憶は消えるといわれ

ています。記憶するにしてもそのころの記憶は役に立た

ないので脳の容量に限りがあるので捨てるそうです。 

また自伝的記憶といい、覚えておかないといけないこ

とは忘れてしまい、忘れてしまいたいことはいつまでも

覚えています。屈辱的な出来事は警察の調書のように

事細かにはっきりと記憶されていて、憂鬱な時や別の

いやなことが起こったときに限って昔のいやな記憶が蘇

ってくるそうです。それからレミニセンス効果とは思い出

は老人になってから思い出す方が成人の時より鮮明に

なることです。 

そして最後にアルツハイマー病ですが、発現するま

での歳月は人によりさまざまであります。たとえ遺伝子

因子があっても疾患の発生を後年に移すことが可能で

す。そのためには 1．人生に対して常に積極的な思考

のあるもの。2．コミュニケーションの良い者 3．社会の役

に立ちたいと思い者 4．運動習慣のあるかた 5．栄養に

注意している人です。私どもロータリアンは 5項目とも達

成ですね。これからもロータリー活動続けてまいりましょ

う。 

幹事報告 

11月の例会予定は、 

11/6 昨年度の決算報告会があります。 

11/13 篠笛奏者の早川裕二さんが卓話の時間を利用

して演奏される予定です。 

11/27 12 月開催予定の愛知こどもホスピスとの X マス

会についての説明会です。 

 

例会の食事申し込みのルールを改めてお知らせしま

す。例会は毎月３度ほど開催しますが、昼食の申し込

み期限は、例会日（水）前の月曜日正午までとなってお

ります。その後の変更は出来ませんのでご理解いただ

きますようお願いします。月曜日午後から例会日当日ま

での変更は緊急の場合以外はお控えください。 

最近、円安傾向が強くなってきましたので、＄1＝142

円の今月中に財団の寄付の振り込みをします。 

各会員、年次寄付が＄150（20,400円）とポリオプラス

が＄30（4,260 円）を予定しております。 
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IM PR 

名古屋錦 RC か

ら三浦俊彦様と福

井志保様にお越し

頂き下記の日程で

開催される 2024-25

年度 第 2760 地区

東 名 古 屋 分 区 

Intercity Meeting 開催の PR についてご紹介頂きまし

た。 

 

「生成 AI とは何か、人工知能時代の生き方と処方箋」 

2025 年２月２５日（火） 名古屋東急ホテル  

３階 ヴェルサイユの間 

15:00～16:00 受付 

16:00～16:20 式典 

16:30～16:00 講演 ｛生成 AI の衝撃！人工知能時代

をどう生きるか｝ JASTA 会長 室山哲也氏 

18:10～20:10 懇親会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓 話 

演題：道長の映画の陰で生き

ることを強いられた第一皇子 

卓話者：歴史人 タケ海舟（名

古屋北 RC小川剛史様 

 

敦康親王 

没年：寛仁 2.12.17(1019.1.25) 

生年：長保 1.11.7(999.12.17) 

平安中期の皇族。一条天皇の

第 1皇子で母は皇后定子(関白藤原道隆の娘)。生まれ

たとき後見となるべき祖父道隆はすでに世になく,翌年,

親王宣下を受けたが同年母とも死別,皇位への望みは

断たれた。事実一条,三条両天皇の譲位に際して東宮

にもなれなかった。幼時,母の妹御匣殿に養われ,のち

中宮彰子(藤原道長の娘)の世話を受けた。12 歳で元

服し三品に叙せられ,翌寛弘 8(1011)年,天皇死去の直

前に一品准三宮となった。才智,心情ともにすぐれ,21

歳で病死する前の数年間,まるで婿のように摂政藤原

頼通と同居し親密な間柄だったという。妻は具平親王

の娘。 

 この敦康親王の生涯について資料を配布頂き詳細に

解説して頂きました。 


